
第１章

は
じ
め
に

第２章
住
宅
・
住
環
境
を
と

り
ま
く
現
況
と
課
題

第３章
住
⽣
活
の
将
来
像
と

基
本
⽬
標

第４章
基
本
⽬
標
に
基
づ
く

施
策
展
開

第５章

推
進
体
制

資
料
編

37

4.1 施策の展開
 基本⽬標の実現に向け、住宅施策の視点を踏まえながら、次に⽰す施策を展開しま
す。

第４章 基本⽬標に基づく施策展開
4.1 施策の展開
4.2 施策の詳細
4.3 成果指標

➊⻑期優良住宅等の普及啓発

施      策

➊公的賃貸住宅の適正な整備と管理
❷居住⽀援協議会等と協働による住宅確保要配慮者の 
 ⺠間賃貸住宅等への居住⽀援

➊災害リスクの低いエリアの周知
❷移動⼿段が確保された居住環境づくり
➌災害に強い居住環境づくり

➊住宅ストックの計画的な維持管理の普及・啓発
❷リフォーム・リノベーションの促進
➌耐震化・省エネ化・ユニバーサルデザイン化促進・
 制度周知

➊⾼齢者が住みなれた地域で適切な住まいを⾒つける
 ことができる居住環境の整備・⽀援

➊地域ごとの魅⼒に応じたモデル的⼤牟⽥ライフの
 提案・促進

➊⺠間事業者と連携した住宅ストックの流通促進
❷リフォーム・リノベーション事業者や住宅流通
 事業者への⽀援

➊地域の⼈々が⼦育てを⽀えあう居住環境の向上 
❷次世代⼤牟⽥ファミリーが必要とする公的賃貸住宅
 の供給

➊⼤牟⽥への定住・移住希望者のニーズに合う住宅の
 提供

➊空家予防対策の推進 
❷空家相談窓⼝の充実
➌⽼朽危険家屋に対する措置
➍空家利活⽤の促進
➎地域による空家等サポート体制の⽀援

➊多様な⼆ーズに対応する相談体制の充実と適切な
 住情報の発信
❷様々な世帯や世代が多様に居住できる住まいづくり
➌地域コミュニティ活性化のための住宅ストック活⽤
 ⽀援

＜施策⽬標１＞
良質な住宅の供給

施 策 ⽬ 標

＜施策⽬標１＞
協働による

住宅セーフティネットの充実

＜施策⽬標１＞
安⼼・安全の
住環境づくり

＜施策⽬標２＞
住宅ストックの質の

向上

＜施策⽬標２＞
⾼齢者が住み続けることが

できる地域づくり

＜施策⽬標２＞
⼤牟⽥ライフの

魅⼒の発⾒・発信

＜施策⽬標３＞
住宅ストックの

流通促進

＜施策⽬標３＞
次世代⼤牟⽥ファミリー

の居住⽀援

＜施策⽬標３＞
住みたい⼈が

すぐ住めるまちづくり

＜施策⽬標４＞
空家等の

予防と利活⽤の促進

＜施策⽬標４＞
様々な世帯や世代が

ともに暮らせる
地域コミュニティの

活性化

基本⽬標１
良質な

住宅ストックが
循環する

環境づくり

基 本 ⽬ 標

基本⽬標2
地域包括ケア
システムに
つながる
安⼼居住

環境づくり

基本⽬標3
持続可能な⼤牟
⽥であり続ける
ために魅⼒を⾒
つけ発信する
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第４章 基本⽬標に基づく施策展開

4.2 施策の詳細

基本⽬標１︓良質な住宅ストックが循環する環境づくり

施策⽬標１ 良質な住宅の供給

➊⻑期優良住宅等の普及啓発
⻑期にわたり良好な状態で使⽤するための措置が講じられた優良な住宅を普及す

るため、「⻑期優良住宅認定制度」等に関する国・福岡県等の制度の情報発信、啓
発活動に取り組みます。

活⽤する制度等︓
（国）⻑期優良住宅認定制度
（国）低炭素建築物認定制度、性能向上計画認定制度、
   ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス⽀援事業等の普及啓発
（福岡県）「ふくおか型⻑期優良住宅」推進プロジェクト
（福岡県）快適な住まいづくり推進助成制度

活⽤する制度等︓
（福岡県）福岡県既存住宅流通多世代居住リノベーション推進事業補助⾦
（⼤牟⽥市）⼤牟⽥市⺠間空家等利活⽤促進事業

施策⽬標２ 住宅ストックの質の向上

➊住宅ストックの計画的な維持管理の普及・啓発
住宅ストックを適切に維持管理し、⻑く⼤切に使うためには、所有者等による計

画的な維持管理が必要です。技術的・経済的な情報を発信し、普及・啓発に努めます。

また、近年、中⼼市街地に分譲マンションが多く建設されています。将来的に、
建物の⽼朽化・居住者の⾼齢化への対応等、管理組合等の計画的な維持管理が必要
となります。そのため、分譲マンションにおける適切な管理⽅針等を所有者等が検
討できるよう、普及・啓発に努めます。

➋リフォーム・リノベーションの促進
住宅総数が世帯数を超えており、新築の住宅が増え続けると、さらに空家を⽣み

出すことにつながります。住宅ストックについてはリフォームやリノベーション等
で質の向上を図り、消費者の選択肢が広がるよう、市⺠や⺠間事業者等への情報提
供・啓発活動に努めます。

設計競技やモデル事業等を通じて、住宅ストックのリフォームやリノベーション
の促進を図ります。

さらに、これまでに⾏われてきた市内の優秀な住宅リフォーム・リノベーション
の事例を収集・整理し、顕彰制度や認定制度等通じて、消費者の多様なリフォーム
・リノベーションのイメージの涵養を図ります。
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第４章 基本⽬標に基づく施策展開

➌耐震化・省エネ化・ユニバーサルデザイン化促進・制度周知
住宅ストックを世代や家族の枠を超えて⻑期間、安全に活⽤するためには、耐震

化が重要であるため、住宅の耐震改修の促進を⽀援します。

また、環境に優しい省エネ化、すべての⼈に優しいユニバーサルデザイン化にお
いても、情報提供や制度等の周知を図るなど、住宅ストックの質や性能の向上に努
めます。

居住者の⾝体状況やライフステージに応じた改修等、⼯事内容においても充実を
図るため、市⺠や⺠間事業者等を対象に啓発を⾏います。

活⽤する制度等︓
（国）⻑期優良住宅認定制度
（福岡県）福岡県⽊造⼾建て住宅耐震改修促進事業
（福岡県）バリアフリーアドバイザー派遣制度
（福岡県）耐震診断アドバイザー派遣制度
（福岡県）福岡県⾼齢者等在宅⽣活⽀援事業
（⼤牟⽥市）⽊造⼾建て住宅耐震改修促進事業

施策⽬標３ 住宅ストックの流通促進

➊⺠間事業者と連携した住宅ストックの流通促進
⺠間事業者等と連携し、住宅ストックが、市場で円滑に流通できるような環境づ

くりを促進します。

また、市⺠が安⼼して住宅ストックの売買ができるよう、⺠間事業者等と連携し、
建物現況調査（インスペクション）の普及啓発に取り組みます。

⼾建住宅のリノベーション・⽤途転換のイメージ（福岡市）

リノベーション前 リノベーション後

リビング 居室
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第４章 基本⽬標に基づく施策展開

左）住まいの健康診断・既存住宅流通・多世代居住リノベ
  ーション推進事業（福岡県パンフレット）

左）リフォーム・リノベーションに
  関する勉強会のイメージ（福岡市）

❷リフォーム・リノベーション事業者や住宅流通事業者への⽀援 
住宅ストックを適切に維持管理し⻑く⼤切に使うため、建築基準法等を遵守し、

耐震性や防⽕性能、省エネ等にも配慮した、より質の⾼いリフォームやリノベーシ
ョンを⾏うことが重要になります。市⺠提案や⼯事を⾏う⺠間事業者に対し、情報
共有や技術⾯の育成のための⽀援等を検討します。

市場に流通していない住宅等については、これまで⼤牟⽥市居住⽀援協議会にお
いて、住宅の所有者と住宅確保要配慮者との橋渡し（マッチング）を⾏ってきまし
た。今後はさらなる展開を図るため、活動内容や構成メンバーの拡充等を検討し、
空家等利活⽤・流通等について検討を⾏います。

住宅ストック等を地域の財産として有効活⽤したり、リフォームやリノベーショ
ンを通じて価値を加えて活⽤する意識を、市⺠や⺠間事業者等に啓発し、流通促進
に努めます。また、住宅ストックから他⽤途への転⽤などの取組みを⽀援します。

活⽤する制度等︓
（国）住まい給付⾦
（福岡県）福岡県版空き家バンク
（福岡県）住まいの健康診断
（⼤牟⽥市）官⺠連携による相談窓⼝の設置
（⼤牟⽥市・⼤牟⽥市社会福祉協議会）⼤牟⽥市居住⽀援協議会

上）住宅ストックから他⽤途への転⽤のイメージ（福岡市）
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第４章 基本⽬標に基づく施策展開

活⽤する制度等︓
（⼤牟⽥市）⼤牟⽥市将来の空家予防推進事業
（⼤牟⽥市）モデル地区による空家対策活動

⼤牟⽥市将来の空家予防推進事業

施策⽬標４ 空家等の予防と利活⽤の促進

➊空家予防対策の推進
空家が増加するなか、空家にならない予防対策も必要です。所有者においては、

空家予防に対する意識の涵養と理解増進のため、情報発信・啓発に取り組みます。

モデル地区における地域との協働による空家対策活動の⽀援や空家予防施策を推
進していきます。

活⽤する制度等︓
（⼤牟⽥市・⼤牟⽥市社会福祉協議会）⼤牟⽥市居住⽀援協議会
（⼤牟⽥市）官⺠連携による相談窓⼝の設置
（⼤牟⽥市）モデル地区による空家対策活動

❷空家相談窓⼝の充実
空家は、様々な問題を抱えていることも多く、相談から解決まで１つの相談窓⼝

で⽀援できる官⺠連携による取組みの充実を推進します。

空家に関連する窓⼝の庁内連携を強化するとともに、空家の状況に詳しい地域と
の協働により、効果的・効率的に⽀援できる体制を構築します。
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第４章 基本⽬標に基づく施策展開

➌⽼朽危険家屋に対する措置
適正な管理が⾏われておらず、防災、衛⽣、景観などにおいて住環境に悪影響を

及ぼす⽼朽危険家屋は、所有者等に対し、法及び条例による措置を実施します。

➍空家利活⽤の促進
空家の利活⽤の促進に向けた市⺠への意識啓発、相談体制づくりなどに取り組み

ます。住環境の整備及び地域活性化のため、住宅ストックを多様な⽤途へ活⽤する
⽀援に取り組みます。

市場で流通しない空家等については、地域・⺠間事業者・居住⽀援協議会・教育
機関・庁内関係部局等と連携し、空き地及び空家等対策計画に掲げる施策を推進し
ます。

空家利活⽤の希望者ニーズと空家所有者及び地域ニーズ等のマッチングを促進す
る事業を検討します。

活⽤する制度等︓
（国）空家等対策の推進に関する特別措置法
（⼤牟⽥市）⼤牟⽥市空き地及び空家等の適正管理に関する条例
（⼤牟⽥市）⼤牟⽥市中⼼市街地⽼朽建築物除却促進事業
（⼤牟⽥市）⼤牟⽥市⽼朽危険家屋等除却促進事業

活⽤する制度等︓
（⼤牟⽥市）⼤牟⽥市⺠間空家等利活⽤促進事業

官⺠連携による相談窓⼝の設置
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第４章 基本⽬標に基づく施策展開

⼤牟⽥市 ⺠間空家等利活⽤促進事業

空き店舗所有者と出店者のマッチングへの取組み事例（⼤牟⽥市）
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第４章 基本⽬標に基づく施策展開

モデル地区による空家対策活動（⼤牟⽥市）

地域と⾏政との連携による推進体制の構築（イメージ）

➎地域による空家等サポート体制の⽀援
空家等は、所有者等の財産であるとともに、地域の財産でもあるので、空家の新

たな発⽣や⽼朽化の進⾏状況などに詳しい地域や関係団体と連携し、空家問題に取
り組むことが重要です。

⼤牟⽥市においては、空家対策のモデル地区と連携し、地域による空家マップ作
成や草刈り代⾏、空家予防の検討等施策の推進に取り組んでいます。今後も地域が
できる空家対策として、空家の所有者をサポートできる体制づくりの⽀援や、地域
や関係団体、⾏政の連携による施策の推進体制の構築を⾏います。

活⽤する制度等︓
（⼤牟⽥市・⼤牟⽥市社会福祉協議会）⼤牟⽥市居住⽀援協議会
（⼤牟⽥市）モデル地区による空家対策活動



第１章

は
じ
め
に

第２章
住
宅
・
住
環
境
を
と

り
ま
く
現
況
と
課
題

第３章
住
⽣
活
の
将
来
像
と

基
本
⽬
標

第４章
基
本
⽬
標
に
基
づ
く

施
策
展
開

第５章

推
進
体
制

資
料
編

45

第４章 基本⽬標に基づく施策展開

基本⽬標２︓地域包括ケアシステムにつながる安⼼居住環境
      づくり

施策⽬標１ 協働による住宅セーフティネットの充実
➊公的賃貸住宅の適正な整備と管理

⼤牟⽥市内にある公的賃貸住宅について、県営住宅を供給する県等と連携し、適
正な供給を促進します。

市営住宅の整備については、市営住宅⻑寿命化計画を基に、⻑寿命化へ向けて改善、
建替え、統廃合を図り、住宅ストック重視の施策により適正な整備を⾏うとともに、
⼤牟⽥市⽴地適正化計画を考慮し、将来の市街地形成を⾒据えた整備計画を進めます。

また、建替事業等について、PFI 事業等⺠間事業者の技術等を活⽤した円滑な事
業の遂⾏を検討します。

今後の管理⼾数に関しては、県等と連携し、重層的な住宅セーフティネット整備
の取組みを進めつつ、本市の⼈⼝・世帯数の減少状況、少⼦⾼齢化及び住宅困窮者
の状況等を踏まえながら減じていきます。

また、市営住宅の⾼齢化の進⾏等に配慮し、住みよい団地づくりを図るための仕
組みやコミュニティ形成の⽀援に努めます。そして、応募倍率の低下等に対応し、
⼊居要件の⾒直し等、市⺠のニーズに応じた運⽤を検討し、既存の住宅を有効に活
⽤します。
活⽤する制度等︓
（⼤牟⽥市）市営住宅⻑寿命化計画 
（⼤牟⽥市）市営住宅建替事業
（⼤牟⽥市）既設公営住宅・改良住宅改善事業
（⼤牟⽥市）市営住宅の⼊居基準の緩和
（⼤牟⽥市）⼤牟⽥市⽴地適正化計画

住宅セーフティネット（概念図）
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第４章 基本⽬標に基づく施策展開

⼤牟⽥市居住⽀援協議会の取組み

⼤牟⽥市居住⽀援協議会の体制

空き家所有者向け無料相談会の様⼦ シンポジウムの様⼦

活⽤する制度等︓
（国）住宅セーフティーネット制度
（⼤牟⽥市・⼤牟⽥市社会福祉協議会）⼤牟⽥市居住⽀援協議会

➋居住⽀援協議会等との協働による住宅確保要配慮者の⺠間賃貸住宅等への
 居住⽀援

住宅ストックにおける空家の増加や、⾼齢者世帯の増加に伴い、公的賃貸住宅に
加え⺠間賃貸住宅等を活⽤した居住の安定の確保の重要性が⾼まっています。

⼤牟⽥市では、全国に先駆けて、低所得者、被災者、⾼齢者、障害者、⼦育て世
帯など、住宅を確保することが困難な住宅確保要配慮者が、⺠間賃貸住宅へ円滑に
⼊居できるよう⽀援する⼤牟⽥市居住⽀援協議会を設⽴しています。

今後も複雑化する住⽣活の課題に対し、重層的で柔軟な住宅セーフティネットの
充実を図るため、⼤牟⽥市居住⽀援協議会や⺠間事業者等と協働し、取り組みを推
進します。

 複雑化する住⽣活の課題に対応するため、庁内関係部局との連携も強化します。
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第４章 基本⽬標に基づく施策展開

活⽤する制度等︓
（国）スマートウェルネス住宅等推進モデル事業
（⼤牟⽥市・⼤牟⽥市社会福祉協議会）⼤牟⽥市居住⽀援協議会
（⼤牟⽥市）サービス付⾼齢者住宅の質の向上
（⼤牟⽥市）介護保険住宅改修
（⼤牟⽥市）あんしん⾒守りサービス
（⼤牟⽥市）⼩地域ネットワーク活動推進事業
（⼤牟⽥市）⽣活⽀援コーディネーター事業
（⼤牟⽥市）地域⼒強化促進事業（地域よろず相談員）

活⽤する制度等︓
（福岡県）福岡県既存住宅流通多世代居住リノベーション推進事業補助⾦
（⼤牟⽥市）⼤牟⽥市⺠間空家等利活⽤促進事業
（⼤牟⽥市）⼤牟⽥市将来の空家予防推進事業

施策⽬標３ 次世代⼤牟⽥ファミリーの居住⽀援

➊地域の⼈々が⼦育てを⽀えあう居住環境の向上 
将来⼦どもを⽣み育てる若年層を中⼼に市外へ流出する傾向にあります。地域の

活⼒を維持していくためにも、次世代⼤牟⽥ファミリーが定住・転⼊しやすい環境
を整えることが重要であることから、⼦育てしやすい住まいづくりに必要な⽀援・
情報提供を⾏います。また、親族が近居・同居するなど、地域の中で助け合いなが
ら、安⼼して⼦育てできる仕組みづくりを検討し、居住環境の向上を促進します。

施策⽬標２ ⾼齢者が住み続けることができる地域づくり

➊⾼齢者が住みなれた地域で適切な住まいを⾒つけることができる居住環境の
整備・⽀援

⾼齢になっても、住み慣れた⾃宅に住み続けるための適正な住宅改修等を推進し
ます。⾃宅に住めなくなっても、地域の中で適切に住まいを確保できる環境整備を
⽀援するため、住宅ストック等の活⽤を含め、⺠間関係団体等と連携を図り、住ま
いという視点から、地域包括ケアシステムの構築に努めていきます。

また、⾼齢者が地域に住み続けることができるために必要な周辺環境の整備を検
討します。

⾼齢者の住まいの確保については、庁内関係部局と連携し、安⼼して地域で⽣活
できる居住地へ誘導を促進していきます。

元気な⾼齢者が、⻑く⾃⽴して⽣活をするために、居場所づくりを検討します。
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第４章 基本⽬標に基づく施策展開

活⽤する制度等︓
（⼤牟⽥市）⼤牟⽥市⺠間空家等利活⽤促進事業

活⽤する制度等︓
（⼤牟⽥市・⼤牟⽥市社会福祉協議会）⼤牟⽥市居住⽀援協議会
（⼤牟⽥市）地域包括⽀援センター運営事業

❷次世代⼤牟⽥ファミリーが必要とする公的賃貸住宅の供給
市営住宅等の⾼齢化が進⾏しており、団地内及び地域において、多世代が共に住

み、地域コミュニティを活性化することが⼤切です。そのために、次世代⼤牟⽥フ
ァミリーが魅⼒を感じられる公的賃貸住宅の供給を検討します。

施策⽬標４ 様々な世帯や世代がともに暮らせる地域コミュニティの
      活性化

➊多様な⼆ーズに対応する相談体制の充実と適切な住情報の発信
多様な世帯や世代のニーズに対応するため、地域・居住⽀援協議会・庁内関係部

局と連携し、相談窓⼝の体制の充実と、住宅情報に加え暮らしの情報などの発信を
推進します。

➋様々な世帯や世代が多様に居住できる住まいづくり
⾼齢者、若年者、障害者、ひとり親世帯、学⽣等、多様な世帯や世代に対応でき

るよう、ニーズの把握に努め、新しい住まい⽅の提案や対応できる住宅ストックの
形成を検討します。 

➌地域コミュニティ活性化のための住宅ストック活⽤⽀援
多様な世帯や世代が、地域の中で共に暮らしていくためには、地域コミュニティ

の活性化の取組みが重要です。

市⺠が主体的に、地域活動を向上させ、住宅ストック等を有効活⽤し良好な居住
環境づくりに取組むことができるよう、ハード・ソフト⾯の⽀援を庁内関係部局と
連携し、促進します。

地域コミュニティ活性化のための住宅ストック活⽤の事例（⼤牟⽥市）
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第４章 基本⽬標に基づく施策展開

基本⽬標３︓持続可能な⼤牟⽥であり続けるために魅⼒を
      ⾒つけ発信する

施策⽬標１ 安⼼・安全の住環境づくり

➊災害リスクの低いエリアの周知
安⼼・安全な住環境を実現するため、⼤牟⽥市⽴地適正化計画等に基づき、庁内

関係部局との連携を強化し、災害リスクの低いエリアの周知を推進します。

活⽤する制度等︓
（⼤牟⽥市）⼤牟⽥市⽴地適正化計画
（⼤牟⽥市）⼤牟⽥市地域公共交通網形成計画
（⼤牟⽥市）⼤牟⽥市中⼼市街地活性化基本計画

➋移動⼿段が確保された居住環境づくり
⼤牟⽥市では⼤牟⽥市⽴地適正計画を策定し、今後の⼈⼝減少や少⼦⾼齢化社会

を⾒据え、都市全体の構造を⾒渡し「コンパクトシティ・プラス・ネットワーク」
の考え⽅で、住宅と⽣活サービスに関連する医療、福祉、商業等の利便施設がまと
まって⽴地するよう、緩やかに誘導を図りながら公共交通と連携したまちづくりを
進めています。

この関連計画に基づき庁内関係部局等と連携し、地域別の機能や特徴を活かしな
がら、利便性の⾼い快適な暮らしができる住環境づくりを推進します。

また、環境負荷が少なく多様な世代が快適で魅⼒ある都市⽣活を街なかで送るこ
とができる「コンパクトな都市づくり」を⽬指し、中⼼市街地の取組み等と連携し、
街なか居住環境の向上を図ります。

活⽤する制度等︓
（⼤牟⽥市）洪⽔・⼟砂災害・津波ハザードマップ
（⼤牟⽥市）「おおむた地図ナビ」による地図情報・⾏政情報を発信・周知
（⼤牟⽥市）⼤牟⽥市⽴地適正化計画

➌災害に強い居住環境づくり
防災に強いまちづくりを進めるため、地域などにおける防災訓練や研修等の実施

を⽀援し、市⺠⼀⼈ひとりの「⾃助」・「共助」の意識啓発と、⽇頃から災害に備え
た地域防災⼒の向上に努めます。

また、⽼朽危険家屋・危険なブロック塀への対応を⾏います。住宅が密集し防災
性や居住環境に課題を抱える住宅が密集する地域の改善を図るため、⺠間事業者や
庁内関係部局等と連携し、狭あい道路を拡幅整備する⼿法を検討します。

災害発⽣時から復興に⾄るまで、被災者等が住宅に困窮することがないよう、あ
らかじめ国・県や関係機関等の協⼒体制を整え、安定した居住環境が確保できる仕
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設計競技の事例（⼤牟⽥市）

組みづくりを検討します。

活⽤する制度等︓
（⼤牟⽥市）⼤牟⽥市⽴地適正化計画
（⼤牟⽥市）⼤牟⽥市景観計画（⼤牟⽥市景観条例）

施策⽬標２ ⼤牟⽥ライフの魅⼒の発⾒・発信

➊地域ごとの魅⼒に応じたモデル的⼤牟⽥ライフの提案・促進
地域ごとの魅⼒ある暮らし⽅を、市⺠にとどまらずより多くの⽅に知ってもらえ

るようホームページや SNS 等による情報発信を検討します。

地域や⺠間事業者、庁内関係部局、教育機関等と連携し、住宅ストック等を有効
に活⽤した設計競技等の開催により、モデルとなるような⼤牟⽥ライフを提案し、
地域のイメージ向上が図れるような仕組みづくりを検討します。

魅⼒ある豊かな住⽣活には、良好な景観は⽋かせないことから、庁内関係部局等
と連携し、地域ごとの魅⼒的な景観に配慮した住環境づくりを促進します。

活⽤する制度等︓
（福岡県）応急仮設住宅の建設
（福岡県）福岡県ブロック塀等撤去促進事業
（⼤牟⽥市）⼤牟⽥市地域防災計画
（⼤牟⽥市）⾃主避難所・指定避難所・福祉避難所の指定
（⼤牟⽥市）防災訓練・研修等
（⼤牟⽥市）洪⽔・⼟砂災害・津波ハザードマップ
（⼤牟⽥市）県からの委任で応急仮設住宅の建設
（⼤牟⽥市）応急仮設住宅建設候補地台帳作成・共有
（⼤牟⽥市）建築基準法第42条第2項 道路の対応策検討
（⼤牟⽥市）アスベスト含有調査に関する補助制度
（⼤牟⽥市）⼤牟⽥市中⼼市街地⽼朽建築物除却促進事業
（⼤牟⽥市）⼤牟⽥市⽼朽危険家屋等除却促進事業
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第４章 基本⽬標に基づく施策展開

活⽤する制度等︓
（⼤牟⽥市）⼤牟⽥市定住促進住宅情報提供ネットワーク
（⼤牟⽥市）お試し居住 学⽣コンペ物件の活⽤
（⼤牟⽥市）UIJターン若者就職奨励⾦制度等
（⼤牟⽥市）おおむた100若者未来応援事業等
（⼤牟⽥市・⼤牟⽥市社会福祉協議会）⼤牟⽥市居住⽀援協議会
（⼤牟⽥市）官⺠連携による相談窓⼝の設置

施策⽬標３ 住みたい⼈がすぐ住めるまちづくり

➊⼤牟⽥への定住・移住希望者のニーズに合う住宅の提供
⼈⼝減少・少⼦⾼齢化は⼤きな問題であり、地域の魅⼒を活かした定住・移住を

促進することが重要です。

魅⼒ある⼤牟⽥ライフを提案・発信していくとともに、UIJ ターン希望者等の定
住・移住ニーズを把握し、それに応じた住宅ストックを有効活⽤するなど、庁内関
係部局等と連携し、住宅を提供できる仕組みを検討します。

学⽣設計競技後に改修しお試し居住の住宅として活⽤した事例（⼤牟⽥市）
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基本⽬標 施策⽬標 項⽬ 現状値 ⽬標値

基本⽬標 1

良質な
住宅ストックが

循環する
環境づくり

住宅ストックの
質の向上

住宅の
耐震化率

（H25 年度）
73.9％ おおむね解消

空家等の
予防と利活⽤の

促進

⽼朽危険家屋除
却促進事業よる
除却件数

（H29 年度末）
105 件

325 件
（累積）

地域による空家
対策活動を⾏う
モデル地区数

１地域 2 地域
（累積）

基本⽬標２

地域包括ケア
システムに
つながる
安⼼居住

環境づくり

協働による
住宅セーフティ
ネットの充実

市 営 住 宅 の 10
年間での建替⼾
数・改善⼾数

― 建替︓265 ⼾
改善︓484 ⼾

居住⽀援協議会
による空家と住
宅確保要配慮者
のマッチング件
数

（H30年3⽉末）
18 件

58 件
（累積）

次世代
⼤牟⽥ファミリ
ーの居住⽀援

市営住宅におけ
る⼦育て世帯等
優先⼊居数

14 件 74 件
（累積）

基本⽬標３

持続可能な⼤牟⽥
であり続けるため
に魅⼒を⾒つけ

発信する

安⼼・安全の
住環境づくり

平 成 30 年 度 総
合計画市⺠意識
調査の「定住意
向」の「満⾜＋
やや満⾜」の割
合

67.9% 67.9%
以上

⼤牟⽥ライフの
魅⼒発⾒・発信

住みたい⼈が
すぐ住める
まちづくり

4.3 成果指標

住⽣活の将来像の実現に向けた、基本⽬標の達成状況を評価し、施策の効果を分か
りやすく市⺠や⺠間事業者等に⽰すために、成果指標を設定します。計画期間は概ね
10 年としており、⽬標年を 2028 年度（平成 40 年度）とします。
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第４章 基本⽬標に基づく施策展開

本計画は、計画の策定（Plan）、施策・事業の実施（Do）、進⾏管理・評価（Check）、
⾒直し・改善（Action）を繰り返す PDCA サイクルの考え⽅により推進していきます。

施策の実施状況や⽬標達成状況について評価を⾏い、上位計画や社会経済状況等に
応じ、計画の⾒直し及び更新を⾏う予定です。なお、計画の進捗管理について、下記
のように確認を⾏います。

実施する時期 内   容

毎年
連携する主体間で情報の共有を図り、施策の進捗を把握し、事業を円
滑に実施します。また、実施状況や課題を確認し、毎年の取組みの改
善に繋げます。

中間年
（2024 年度）

（平成 36 年度）

事業の進捗状況の確認を⾏います。社会状況の変化や関連計画との連
携等から事業スケジュールの変化が⽣じる等、実施に当たっての課題
がある場合は、必要に応じてその対応について協議し、⾒直しを⾏い
ます。

⽬標年
（2028 年度）

（平成 40 年度）

事業の進捗状況及び設定した⽬標の達成状況を確認、評価します。ま
た、課題の把握、解決⽅法を検討し、計画の改定や今後の取組みにつ
いて検討します。




